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1.  平成25年3月期第2四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第2四半期 7,291 47.6 △150 ― △153 ― 380 △43.3

24年3月期第2四半期 4,941 ― △204 ― △229 ― 670 ―

（注）包括利益 25年3月期第2四半期 324百万円 （△49.3％） 24年3月期第2四半期 641百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第2四半期 8.83 ―

24年3月期第2四半期 16.04 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第2四半期 22,282 7,235 32.5
24年3月期 17,522 6,529 37.3

（参考） 自己資本   25年3月期第2四半期  7,235百万円 24年3月期  6,529百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― ― ― ― ―

25年3月期 ― ―

25年3月期（予想） ― 0.00 0.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日） 
 

（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 18,000 52.9 300 87.5 200 85.2 100 △50.0 2.21



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  有  

詳細は、添付資料P.3「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項」 (1)当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動をご覧ください。 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

詳細は、添付資料P.3「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項」 (2)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料
P.3「(3)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 1社 （社名） 羽田コンクリート工業株式会社 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  有

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期2Q 46,184,502 株 24年3月期 46,184,502 株

② 期末自己株式数 25年3月期2Q 3,518,461 株 24年3月期 5,142,322 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期2Q 43,070,285 株 24年3月期2Q 41,828,786 株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、復興関連需要から、国内需要は底堅く推移してい
るものの、欧州政府の債務危機問題を始めとした世界的な景気の減速感や円高の長期化など、先行き不
透明感が広がっております。 
 このような状況下、当社グループは、平成24年4月1日付で羽田コンクリート工業株式会社を経営統合
によりグループに加えたことと、従来より取り組んできた雨水排水や地震対策などの都市防災・ライフ
ラインの再構築関連分野や、落石防護柵等の防災関連分野に注力してまいりました結果、連結売上高は
7,291百万円と前年同四半期と比べ2,350百万円（47.6％）の増収となりました。 
 利益面につきましては、マンホール等の出荷増加などあったものの、防災製品など一部製品が本格出
荷に至っていないことなどから、連結営業損失150百万円（前年同四半期は連結営業損失204百万円）、
連結経常損失153百万円（前年同四半期は連結経常損失229百万円）となりました。 
 また、特別利益として経営統合に伴う負ののれん発生益561百万円を計上し、連結四半期純利益は380
百万円となりましたが、前年同四半期比では290百万円（43.3％）の減益となっております。 

 
セグメント業績を示すと、次のとおりであります。 

① コンクリート等製品事業 
円形マンホール「ユニホール」やヒューム管等遠心力締固めコンクリート製品につきましては、

マンホール等が比較的堅調に推移したことから、売上高は1,978百万円、前年同四半期と比べ112百
万円（6.0％）の増収となりました。 
ボックスカルバート等振動締固めコンクリート製品につきましては、主要な雨水排水管路である

「SJ－BOX」の出荷が低調であったものの、羽田コンクリート工業株式会社における雨水排水管路や
宅地造成部材の売上が寄与し、売上高は2,129百万円、前年同四半期と比べ1,229百万円（136.7％）
の増収となりました。 
防災製品につきましては、斜面防災用の「PUC受圧板」の他、「MJネット」や「ループフェンス」

等の落石防護柵が本格出荷に至らず、売上高は276百万円、前年同四半期と比べ432百万円
（61.0％）の減収となりました。 
その他、商品売上1,868百万円を合わせまして、当第２四半期連結累計期間におけるコンクリート

等製品事業の売上高は6,253百万円、前年同四半期と比べ2,071百万円（49.5％）の増収となりまし
た。営業利益は129百万円、前年同四半期と比べ116百万円（905.5％）の増益となりました。 

② セラミック事業 
 セラミック事業は、売上高は473百万円、前年同四半期と比べ42百万円（8.2％）の減収となりま
した。営業利益は34百万円、前年同四半期と比べ37百万円（52.1％）の減益となりました。 

③ 工事事業 
 工事事業は、羽田コンクリート工業株式会社のグループ加入による増加分を含み、売上高は285百
万円、前年同四半期と比べ156百万円（121.3％）の増収となりましたが、本格的な工事発注に至ら
ず、営業損失43百万円（前年同四半期は営業損失26百万円）となりました。 

④ その他事業 
 RFID事業につきましては投資計画の先送りなどから厳しい状況が続いておりますが、工事資材事
業に関しては比較的堅調であったことと、不動産賃貸収入なども上乗せになり、売上高は279百万
円、前年同四半期と比べ163百万円（142.5％）の増収となりました。営業利益は54百万円（前年同
四半期は営業損失14百万円）となりました。 
  

なお、当社グループの売上高は、通常の営業形態として上半期（第１四半期及び第２四半期）に比べ
下半期（第３四半期及び第４四半期）における出荷高の割合が大きいため、連結会計年度の上半期の売
上高と下半期の売上高との間に著しい相違があり、上半期と下半期の業績に季節的変動があります。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

  (1)連結経営成績に関する定性的情報
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（資産） 
当第２四半期連結会計期間末における総資産は22,282百万円と前連結会計年度末と比べ4,759百万

円の増加となりました。うち、流動資産は12,324百万円と前連結会計年度末と比べ2,309百万円の増
加、固定資産は9,957百万円と前連結会計年度末と比べ2,450百万円の増加となっております。 

（負債） 
当第２四半期連結会計期間末における総負債は15,046百万円と前連結会計年度末と比べ4,053百万

円の増加となりました。うち、流動負債は8,772百万円と前連結会計年度末と比べ2,250百万円の増
加、固定負債は6,274百万円と前連結会計年度末と比べ1,803百万円の増加となっております。 

（純資産） 
当第２四半期連結会計期間末における純資産は7,235百万円と前連結会計年度末と比べ705百万円の

増加となりました。なお、自己資本比率は32.5％、１株当たり純資産額は169.58円となりました。 
 

 資産、負債及び純資産の主な増加の要因は、第１四半期連結会計期間より羽田コンクリート工業株式
会社を株式交換にて完全子会社化し、連結の範囲に含めたことによるものであります。 
  

（キャッシュ・フローの状況の分析） 
当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、4,034百万

円、前連結会計年度比1,484百万円の増加となりました。 
 当第２四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりでありま
す。 
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動により得られた資金は1,252百万円、前年同四半期比543百万円の増加となりました。こ
れは主に、売上債権の減少2,749百万円及び仕入債務の減少907百万円等によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
投資活動により得られた資金は334百万円、前年同四半期比468百万円の増加となりました。これ

は主に、有形固定資産の取得による支出243百万円及び株式交換による子会社資金の受入額462百万
円等によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
財務活動により使用した資金は101百万円、前年同四半期比336百万円の支出減となりました。こ

れは主に、長期借入金の返済による支出721百万円及び長期借入による収入600百万円等によるもの
です。 

  

本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき予想しました結果、平成24年５月15日に発表し
ました業績予想値に変更はありません。 
 なお、実際の業績につきましては、今後様々な要因によって予想値と異なる可能性があります。 

  

  

当社は、平成24年４月１日付で、当社を株式交換完全親会社とし、羽田コンクリート工業株式会社を
株式交換完全子会社とする株式交換を実施いたしました。 
これにより、羽田コンクリート工業株式会社及びその子会社２社（東北羽田コンクリート株式会社、

株式会社ハネダビジネスフュージョン）を連結の範囲に、また関連会社１社（羽田共和コンクリート株
式会社）を持分法適用の範囲に含めております。 

  

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１
日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しており
ます。 
なお、この変更に伴う影響額は軽微であります。 

  
  

  (2)連結財政状態に関する定性的情報

  (3)連結業績予想に関する定性的情報

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

  (1)当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

  (2)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）
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３．四半期連結財務諸表
 (1)四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,605,211 4,040,474

受取手形及び売掛金 4,926,561 4,789,678

未成工事支出金 22,870 65,129

商品及び製品 1,987,385 2,829,579

仕掛品 120,552 147,085

原材料及び貯蔵品 241,327 312,737

その他 206,491 245,874

貸倒引当金 △95,144 △106,082

流動資産合計 10,015,256 12,324,477

固定資産

有形固定資産

土地 4,748,680 6,652,203

その他（純額） 1,849,807 2,413,733

有形固定資産合計 6,598,488 9,065,937

無形固定資産

のれん 61,848 51,540

その他 54,003 61,030

無形固定資産合計 115,851 112,571

投資その他の資産

その他 917,940 918,992

貸倒引当金 △124,903 △139,820

投資その他の資産合計 793,037 779,171

固定資産合計 7,507,377 9,957,679

資産合計 17,522,633 22,282,156
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,518,084 3,492,882

短期借入金 2,426,592 3,172,046

1年内返済予定の長期借入金 795,492 847,469

1年内償還予定の社債 120,000 20,000

未払法人税等 34,877 24,720

賞与引当金 69,588 78,425

工場閉鎖損失引当金 － 222,005

その他 557,476 914,658

流動負債合計 6,522,110 8,772,206

固定負債

社債 10,000 100,000

長期借入金 2,202,766 3,004,721

退職給付引当金 943,053 1,293,057

役員退職慰労引当金 178,320 201,750

負ののれん 54,186 48,165

その他 1,082,674 1,626,966

固定負債合計 4,471,001 6,274,660

負債合計 10,993,111 15,046,867

純資産の部

株主資本

資本金 2,000,000 2,000,000

資本剰余金 500,000 743,845

利益剰余金 3,177,909 3,595,238

自己株式 △383,520 △283,605

株主資本合計 5,294,389 6,055,479

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 52,961 △2,361

土地再評価差額金 1,182,171 1,182,171

その他の包括利益累計額合計 1,235,133 1,179,810

純資産合計 6,529,522 7,235,289

負債純資産合計 17,522,633 22,282,156
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 (2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
四半期連結損益計算書
第２四半期連結累計期間

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

売上高 4,941,796 7,291,926

売上原価 3,995,539 5,863,110

売上総利益 946,256 1,428,816

販売費及び一般管理費 1,150,660 1,579,587

営業損失（△） △204,403 △150,770

営業外収益

受取利息 590 657

受取配当金 8,614 8,250

持分法による投資利益 3,143 －

負ののれん償却額 6,020 6,020

貸倒引当金戻入額 19,052 9,368

その他 54,049 68,504

営業外収益合計 91,471 92,802

営業外費用

支払利息 78,563 72,848

持分法による投資損失 － 1,045

創立費償却 15,390 －

その他 22,259 21,982

営業外費用合計 116,213 95,877

経常損失（△） △229,146 △153,845

特別利益

負ののれん発生益 918,038 561,288

その他 46,203 42,181

特別利益合計 964,242 603,469

特別損失

たな卸資産評価損 20,741 34,697

過年度退職給付費用 11,799 －

その他 10,692 18,042

特別損失合計 43,233 52,739

税金等調整前四半期純利益 691,862 396,884

法人税、住民税及び事業税 22,980 16,216

法人税等調整額 △1,902 514

法人税等合計 21,078 16,730

少数株主損益調整前四半期純利益 670,783 380,154

四半期純利益 670,783 380,154
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四半期連結包括利益計算書
第２四半期連結累計期間

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 670,783 380,154

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △34,319 △55,323

繰延ヘッジ損益 4,828 －

その他の包括利益合計 △29,490 △55,323

四半期包括利益 641,292 324,831

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 641,292 324,831

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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 (3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 691,862 396,884

減価償却費 268,988 271,490

のれん償却額 10,308 10,308

負ののれん償却額 △6,020 △6,020

負ののれん発生益 △918,038 △561,288

貸倒引当金の増減額（△は減少） △16,360 △8,417

賞与引当金の増減額（△は減少） 8,362 7,537

退職給付引当金の増減額（△は減少） 15,983 △91,680

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △19,050 △91,570

工場閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） △38,475 △22,994

受取利息及び受取配当金 △9,204 △8,908

支払利息 78,563 72,848

持分法による投資損益（△は益） △3,143 1,045

投資有価証券売却損益（△は益） △2 △458

為替差損益（△は益） 4,135 1,078

固定資産除売却損益（△は益） △18,346 9,103

売上債権の増減額（△は増加） 1,586,377 2,749,022

たな卸資産の増減額（△は増加） △206,765 △241,246

仕入債務の増減額（△は減少） △553,603 △907,171

その他 △74,073 △229,602

小計 801,496 1,349,960

利息及び配当金の受取額 14,204 13,908

利息の支払額 △77,167 △73,661

法人税等の支払額 △29,613 △37,884

営業活動によるキャッシュ・フロー 708,920 1,252,323

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △32,000 50,400

有価証券の償還による収入 － 79,982

有価証券の取得による支出 △1,369 △969

有価証券の売却による収入 4,286 1,283

有形固定資産の取得による支出 △144,878 △243,680

有形固定資産の売却による収入 35,645 6,118

無形固定資産の取得による支出 △374 △1,800

貸付けによる支出 △3,830 －

貸付金の回収による収入 7,321 2,254

株式交換による子会社資金の受入額 － 462,192

その他 1,259 △21,165

投資活動によるキャッシュ・フロー △133,940 334,615
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △196,000 245,454

長期借入れによる収入 280,000 600,000

長期借入金の返済による支出 △486,568 △721,562

社債の発行による収入 － 100,000

社債の償還による支出 △10,000 △110,000

リース債務の返済による支出 △25,139 △33,203

自己株式の取得による支出 △106 △181,886

財務活動によるキャッシュ・フロー △437,813 △101,197

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4,135 △1,078

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 133,030 1,484,662

現金及び現金同等物の期首残高 2,392,856 2,549,711

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,525,887 4,034,374
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 該当事項はありません。 

  

 当第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日） 
当社は、平成24年４月１日付で、当社を株式交換完全親会社とし、羽田コンクリート工業株式会社を

株式交換完全子会社とする株式交換を実施したことにより、株主資本に著しい変動がありました。 

 
  

 当社は、平成24年11月13日開催の取締役会において、連結子会社である株式会社ハネックスの兵庫工

場の操業を停止し、同じく連結子会社である日本ゼニスパイプ株式会社の兵庫工場に生産業務を統合す

ることを決議いたしました。 

 １．工場統合の理由 

グループ間の生産体制見直しの結果、株式会社ハネックスの兵庫工場の操業を停止し、日本ゼニス

パイプ株式会社の兵庫工場に統合することによって、グループ間で重複する生産拠点を整理し、収

益力の向上を図るものであります。 

  

 ２．休止する工場の概要 

   所在地     兵庫県加東市森尾127-1 

   所有・事業主  株式会社ハネックス 

   事業内容    コンクリート二次製品製造 

   操業停止日   平成25年３月31日（予定） 

   なお、工場設備の一部移設などを行った後、兵庫工場は閉鎖する予定です。 

  

 ３．統合する工場の概要 

   所在地     兵庫県小野市下大部町字下長野466-3 

   所有・事業主  日本ゼニスパイプ株式会社 

   事業内容    コンクリート二次製品製造 

   統合年月日   平成25年４月１日（予定） 

  

 ４．業績に与える影響 

工場閉鎖・統合に関連する損失として700百万円を見込んでおりますが、今後更に詳細を詰め、業

績予想に変更が生じる場合には、速やかにお知らせいたします。 

  

  

 (4)継続企業の前提に関する注記

 (5)株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（単位：百万円）

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成24年4月1日残高 2,000 500 3,177 △ 383 5,294

 四半期連結累計期間中の変動額

  四半期純利益 380 380

  株式交換による増減 243 281 525

  連結範囲の変動 37 37

  自己株式の取得 △ 181 △ 181

 四半期連結累計期間中の変動額合計 ― 243 417 99 761

平成24年9月30日残高 2,000 743 3,595 △ 283 6,055

 (6)重要な後発事象

ゼニス羽田㈱(5289)平成25年3月期　第2四半期決算短信

10




